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平 成 ２８ 年 度 事 業 報 告 書

１．一般概況

中国の成長率低下、アメリカ大統領改選に伴う自由貿易に対する影響や世界的な景気・

需要の停滞などにより我が国の一般消費財需要は依然として厳しい状況である。タオル業

界については原材料費・加工賃の高騰に加え法人需要と個人消費の回復に目立った変化が

見られない中、輸入品との競合にさらされている状況に大きな変化は見られない。しかし

ながら輸入品との差別化のため、長期間にわたり今治タオル・泉州タオル・泉州こだわり

タオルブランド等の産地ブランドを推進し品質の維持向上に努めた結果，消費者への認知

度が浸透しつつある。また生産量はここ数年回復傾向にあり、２８年度は前年実績より約

５％増産となった。

消費サイドでは、産地ブランドの導入により品質等に対する認識が高まり感性と同時に

機能性や耐久性などが求められてきており、これらのニーズに合った商品開発を行ってい

る。また輸入浸透率は７８.６％であり、中でも中国、ベトナムからのものが全輸入量の

８９.８％を占めている。輸入量は前年比４.０％増となり５年ぶりに増加した。国内生産

量は上記の通り回復基調にあり内需も拡大に転じた。

以上のようなタオル業界を取り巻く環境の中で諸事業を推進した。

２．事業報告

（１）検査事業

事業所数、生産量がともに前年並みの中、検査の必要性を訴え需要の喚起を図

った結果、検査数量は平成２７年度実績５,３０４千㎏に対して平成２８年度実績

５,６４５千㎏で前年度対比６.４％の増加となった。

検査数量及び検査手数料

平 成 ２ ７ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度 前年度対比
項 目 構 成 比

検 査 数 量 検査手数料 検 査 数 量 検査手数料 （数量）

㎏ 円 ㎏ 円 % %
タ オ ル 5,093,211 7,639,854 5,427,752 8,141,663 6.6 96.2

タオル製品 210,717 316,057 216,894 325,340 2.9 3.8

そ の 他 0 0 0 0 - -

合 計 5,303,928 7,955,911 5,644,646 8,467,003 6.4 100
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（２）品質評価事業

① 試験鑑定業務は、平成２７年度実績７７ ,２３８点に対して平成２８年度実績

は、７５,９４２点で前年対比１.７％、金額では４.３％の減少となったが前年度の

特需分の減少があり、前々年度以前からの増加傾向は継続されている｡

タオルの良さをアピールするためタオル特性やクレームの対象に関する試験の

伸びや今治タオル基準及び泉州こだわりタオルの試験の増加が大きい。

ＩＳＯ９００１認証事業所として、今後更に品質の維持向上と納期の短縮につと

め業務の拡大をはかっていく。

試験鑑定点数及び試験手数料

平 成 ２ ７ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度 試験数の 試験点数
項 目

試験点数 試験手数料 試験点数 試験手数料 前年度比 構 成 比

点 円 点 円 ％ ％
染 洗 濯 8,251 4,274,160 8,618 4,466,180 4.4 11.3

色 摩 擦 16,135 4,674,735 16,464 4,925,085 2.0 21.7

堅 汗 8,033 6,307,900 8,304 6,426,430 3.4 10.9

牢 耐 光 7,918 7,201,600 8,148 7,390,740 2.9 10.7

度 汗 耐 光 61 156,000 15 42,000 -75.4 0.1

小 計 40,398 22,614,395 41,549 23,250,435 2.8 54.7

引 張 強 さ 4,503 6,151,700 3,995 5,476,500 -11.3 5.3

破 裂 強 さ 2,161 1,961,200 1,933 1,752,000 -10.6 2.6

引 裂 強 さ 58 75,400 74 101,400 27.6 0.1

パ イ ル保 持 性 2,187 4,848,480 1,984 4,398,000 -9.3 2.6

吸 水 性 8,890 2,697,480 8,145 2,474,910 -8.4 10.7

脱 毛 率 2,919 3,532,880 2,496 3,009,890 -14.5 3.3

寸 法 変 化 率 2,404 2,924,690 2,213 2,753,830 -7.9 2.9

実 用 洗 濯 性 735 845,880 607 719,540 -17.4 0.8

ホルムアルデヒド 3,570 8,661,120 3,291 8,016,580 -7.8 4.3

繊 維 鑑 別 889 451,000 897 459,500 9.0 1.2

そ の 他 8524 10,947,690 8,758 10,456,440 2.7 11.5

合 計 77,238 65,711,915 75,942 62,869,025 -1.7 100.0
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証明書発行件数は平成２７年度実績５ ,３５６件に対して平成２８年度実績

５,２６９件と前年度比１.６％減少した。

証明書発行件数及び証明手数料

平 成 ２ ７ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度 前年度対比
項 目

発 行 件 数 証明手数料 発 行 件 数 証明手数料 （件数）

件 円 件 円 ％
証 明 書 5,356 1,651,800 5,269 1,606,500 -1.6

（３）産地企業の品質管理導入等への協力

タオル産地では、安心・安全・高品質を謳い、「今治タオル」「泉州タオル／泉州こ

だわりタオル」の産地ブランド事業を進めており、消費者の品質等に対する認識の高ま

りもある。これらに応えて品質管理、評価、表示について協力した。

（４）製品開発、品質改善及び各種統計に関する調査及び研究事業

①他団体との協力事業

(社)繊維評価技術協議会会員としてその事業に協力した。

②当検査協会の各検査所に持ち込まれた品質クレームを収集し、各検査所に配布し、

苦情再発防止のために活用した。

平成２８年度の苦情持ち込み件数は、４５件（前年度１８件）であり、一般用

タオルが３４件（前年度１３件）、業務用タオルが１１件（前年度５件）であった。

苦情内容を見ると１位が毛羽落ち２７件、２位がパイル抜け４件であり、この２

項目で全体の６９％を占めている。

タオルの種類ごとの苦情持ち込み件数については、別紙１のとおりである。
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別紙１ 平成２８年度 事 故 原 因 調 査 報 告 書
（単位：件数）

一 般 用 業 務 用 合 計

品 種 別
平
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苦 情 内 容 イ ｜ ッ カ マ イ ｜ ッ カ マ イ ｜ ッ カ マ 年

ス ス ツ ド
シ
チ ト ツ ッ 他 計 ス ス ツ ド

シ
チ ッ 他 計 ス ス ツ ド

シ
チ ト ツ ッ 他 計 度ュ

ト
ュ

ト
ュ
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1 毛羽落ち 11 7 1 1 20 1 5 1 7 12 12 1 1 1 27 9
2 パイル抜け 3 3 1 1 3 1 4 5
3 破れ 1 1 1 1 2 1 1 1 3 2
4 色落ち 1 1 1 1 1 1 2 1
5 変色、色むら 0 0 0 0
6 タオルの同一性 0 0 0 0
7 退色 0 0 0 0
8 汚染 0 0 0 0
9 耳巻き部分のほつれ 1 1 0 1 1 0

10 汚れ 0 0 0 0
11 吸水 1 2 3 0 1 2 3 0
12 湯が白濁 0 0 0 0
13 色泣き 0 0 0 0
14 ボーダー部分の収縮 0 0 0 0
15 ヘム部分の破れ、ほつれ 0 0 0 0
16 外観 1 1 2 0 1 1 2 1
17 引張り 0 0 0 0
18 耐洗たく 0 0 0 0
19 ピリング 0 0 0 0
20 縮み 0 0 0 0
21 ほつれ 2 2 0 2 2 0
22 付着物 0 0 0 0
23 その他 1 1 0 1 1 0

合 計 18 12 1 0 1 1 0 0 0 0 1 34 2 8 0 1 0 0 0 0 11 20 20 1 1 1 1 0 0 0 0 1 45 18
平 成 ２ ７ 年 度 2 7 1 0 1 1 1 0 0 0 0 13 3 2 0 0 0 0 0 0 5 5 9 1 0 1 1 1 0 0 0 0 18

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
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③家庭用品品質表示法に基づく繊維の組成、取扱い絵表示に関する検査および表示

業務を行った。表示枚数は平成２７年度実績 ９１,９９１千枚に対して平成２８年

度実績 ９７,９０９千枚で前年度対比６.４％の増加になった。

表示枚数

平 成 ２ ７年 度 平 成 ２ ８ 年 度 前年度対比
項 目

表示枚数 表示枚数 （数量）

千枚 千枚 ％
タ オ ル 88,578 94,429 6.6

タオル製品 318 409 28.6

そ の 他 3,095 3,071 -0.8

合 計 91,991 97,909 6.4

平 成 ２ ７ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度 前年度対比
項 目

表示枚数 表示手数料 表示枚数 表示手数料 （数量）

千枚 円 千枚 円 ％
Ａ(協会合格表示) 4,630 5,736,292 3,660 4,788,655 -21.0

Ｂ(協会名表示) 42,010 50,483,738 43,243 57,241,304 2.9

Ｃ(そ の 他) 45,351 46,065,318 51,006 55,646,306 12.5

合 計 91,991 102,285,348 97,909 117,676,265 6.4

（注）ＡＢは一般会計、Ｃは表示特別会計

(５)タオル会館事業

タオル会館共有者である日本タオル工業組合連合会とともに１階～６階部分の賃貸

事業を実施した。

本年度は、建物の老朽化が原因と見られる不具合を入居者様より指摘があり６ F

バルコニー防水補修工事などを施工した。

また平成２８年８月から全館入室となっている。
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３．事業収入及び支出

（１）事業収入

事業収入は、予算額 １８７ ,７３９千円に対して決算額２２１ ,３７５千円で

達成率１１７.９％ であった。

（２）事業支出

事業支出は、予算額 １８７ ,４３９千円に対して決算額２１１ ,８９９千円で

９,４７６千円の利益となった。

４．一般業務

（１）役職員の増減

中四国検査所 技術職員１名減員、技術職員１名増員

（２）人員構成表 別紙２

（３）事業所別人員配置表 別紙３

（４）会議の名称と開催年月日、開催場所

（イ）評議員会

年月日 開 催 場 所 主 な 議 案

28.6.16 サニーストンホテル １．平成２７年度事業報告書、収支決算書及び

財産目録について

２．任期満了に伴う監事２名の選任について

３．評議員選任について

（ロ）監査

28.5.23 大 阪 検 査 所 １．平成２７年度事業報告書、収支決算書及び

財産目録について

（ハ）理事会

28.5 23 大 阪 検 査 所 １．平成２７年度事業報告書、収支決算書及び

財産目録について

２．平成２８年度定時評議員会の招集について
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29.3.29 大 阪 検 査 所 １．平成２９年度事業計画及び収支予算案に

ついて

（ニ）検査所内打ち合わせ会

・各検査所においては、毎月１回業務の合理化、及び能率の向上等について検

討するとともに検査、試験の判定について統一を図るべく打ち合わせを行った。

また、検査、試験の需要の拡大、充実に向けて意見交換を行い、さらに努力し

ていくことを確認した。

・中四国検査所においてＩＳＯマネージメントレビュー会議等を実施した。

（ホ）関係業界との懇談

理事長及び理事が分担して生産・販売業者と情報交換と検査協会の活用要請を

行い、新たなニーズ把握に努め今後の事業運営上の参考とした。

（今治タオルブランド推進委員会等への出席及び泉州こだわりタオル委員会等へ

の出席）

５．届出事項

項 目 届出年月日

平成２ 7年度事業報告書及び収支決算書の提出について ２８．６ ．２４
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別紙２ 人員構成表

項 目 平成２７年度末 平成２８年度末
性別 減 員 増 員

職 別 現 在 現 在

常 勤 男 ２ － － ２
理 事

役員 非常勤 男 １ － － １

監 事 非常勤 男 ２ － － ２

顧 問 非常勤 男 － － － －

技 術 職 員 男 ３ １ １ ３

技 術 職 員 女 ３ － － ３

事 務 職 員 女 ３ － － ３

嘱 託 職 員 女 － － － －

パートタイマー 女 １ － － １

合 計 １５ １ １ １５

別紙３ 事業所別人員配置表 （平成２８年度末現在）

事業所別
本 部 大阪検査所 中四国検査所 計

職 別

役 員 ２ ２ １ ５

顧 問 － － － －

技 術 職 員 － － ６ ６

事 務 職 員 － － ３ ３

嘱 託 － － － －

パ ー ト － － １ １

合 計 ２ ２ １１ １５

注：本部の役員２名は監事である。


